
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

宍喰中学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○真面目な態度で授業に取り組める。
宿題や課題については、多くの生徒が
真面目に取り組む。
●宿題や与えられた課題のみの取組で
満足してしまう生徒が多く、日常的に
は、家庭学習は不十分である。

・ 将来の夢や目標を持ち、その達成に
向けて、根気強く自ら学び続けることが
できる。
・ なぜ学ぶのか、今の学習が将来どの
ように役立つのか気づき、日頃の学習
の改善に繋げることができる。

①より良い取組が望む結果につなが
り、自己有用感が高まるように、、学習
計画を作成・実践し、子ども自身に目標
や工夫する点を考えさせ、目標の達成
度を評価し、見直すサイクルを確立させ
る。
②家庭や地域と連携し、キャリア教育の
充実を図ることで学ぶ意欲の向上を図
る。

・授業の最初に既習事項の確認を行
い、生徒の意識を高める。
・進路を見据えて取り組めるように、
高校や就労など具体的な内容を扱
い、学習の意義を見いださせる。
・目標を設定し、根気よく学ぶ力を身
につける。その取り組みが自信につ
ながり、また、周囲に認められること
で、自己有用感を高める。

➀学校評価アンケートで「教職員は一人
一人の生徒に応じた学習指導をしてい
る」の肯定的回答は９１％であった。「教
職員は、生徒が努力したことを認め、ほ
めている」は生徒保護者教員とも８％程
度低下した。「生徒の能力や努力を適
切・公正に評価している」では、生徒保
護者教員とも、９０％が肯定的な意見と
なっている。
➁将来の進路を見据えた、キャリア教
育の充実を図ることで、学ぶ意欲の向
上につながっている。

➀学校評価アンケートで「授業は楽しく
わかりやすい」の肯定的回答は、９４％
であった。効果的なＩＣＴを活用した授業
形態により、わかりやすい授業の展開
ができている。
➁「家庭学習に意欲的に取り組んでい
る」の回答が、生徒が７％昨年度より良
くなっている。家庭学習への取り組み
が、少しずつ定着してきている。
③生徒会専門委員会や各学年で、テス
ト前に学習状況を把握し、調査結果を共
有している。

・次年度の生徒の実態に応じて、わかり
やすい授業が展開されるよう、ＩＣＴを効
果的に活用し各教員の創意工夫が求め
られる。

・家庭学習の定着と意義指導のため、メ
ディアコントロールにつながる有効な調
査を実施する。

・授業や学校生活を通して、生徒一人一
人が努力した過程を認め、ほめることで
生徒の自尊感情や自己有用感を高めて
いく。
・継続して指導と評価の一体化を図り、
学習意欲の向上につなげる。
・学力が二極化する生徒たちの対応に
ついて、家庭や地域と連携をはかりなが
ら、学習計画を立て、改善できる力をつ
けさせる。
・さらにキャリア教育の充実を図ること
で、学ぶ意欲の向上につなげる。

①基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得及び活用の力の向上を図る。
②個・集団に応じた指導方法を工夫し、学力向上をめざし、授業改善を行う。
③読書環境を整え、本を活用できるよう手助けし、単語力・読解力を高める。
④家庭と連携して、自主的・計画的な家庭学習の習慣を定着させる。

・ 話をしっかりと聴くことができ、自分の
意見や考えを整理し、ＴＰＯに応じた伝
え方を考え、相手に分かり易く発表及び
説明をすることができる。

①班やペア活動などを通して、自分の
意見を整理したり、意見交換をしたりし
て、学びを共有する機会を増やす。
②授業や学校行事の中で、発言・発表
できる場を設定し、ＴＰＯに応じた表現の
仕方を学ばせるとともに、聴く態度を育
てる。

・班やペア活動はに意欲的に取り組
み、生徒間の意見交換の機会も増え
ている。
・異年齢集団や地域社会に対して発
信できる表現力をつけさせる。
・１分間スピーチや単文作りや読書活
動を通して、書く機会や文章に触れる
機会を増やしていく。

➀各教科で班やペア活動を取り入れる
ことで学びを共有することができた。修
学旅行、学校行事、総合的な学習の時
間など、学習内容の整理にタブレットを
活用し、さまざまな機会に学びを共有す
ることができた。
➁総合的な学習や学校行事を通して、
異学年集団や地域の方々と共に学び、
その場に応じた表現力や相手の話を聞
く姿勢を養うことができた。１分間ｽﾋﾟｰﾁ
や単文作りや読書活動を通し、TPOに
応じた表現の仕方を学ぶことができた。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や、学期に１回ふれあい授業参観を実施するなど、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

・行事等で異年齢集団と意見を共有す
る場面を通して、自分なりの考えや意見
を深めることができた。さらに、ふり返り
や問題提起につながるよう指導方法や
活動を工夫したい。
・ワイードについても今年度さらに一台
増設された。引き続き効果的に活用し、
意見を共有する場面を増やしていく。

・各教科の課題の量や質は、生徒の
個に対応し、より理解を深めることが
できている。
・家庭と協力するなど、メディアコント
ロールをテスト期間中等に継続して
意識させる。
・ポジティブな行動支援で意欲の向
上。
・ＩＣＴを使った、個に応じた学習を継
続、課題の質を上げる。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○学習活動の発表や学校行事など表
現の場において、自分たちで意見を出し
合い、積極的に取り組む。
●授業や各活動に対する集中力や理
解力に格差が見られる。ＴＰＯに応じた
適切な表現が難しい生徒がいる。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な課題に、生徒１人１
人が自分のペースで取り組むことができ
る。
●繰り返し学習や、暗記を苦手とし、基
礎的基本的な知識の習得が十分でない
生徒が見受けられる。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・ 生活記録、課題学習等を書く。授業中
のノートをしっかり書くことで、継続的な
取組及び基礎的・基本的な知識・技能を
身につけることができる。
・ 課題学習
　1年キュビナとあわスタ
　2年キュビナとセミナー
　3年キュビナ

①個に応じた授業形態や、ＩＣＴを活用し
た指導方法の工夫・改善を図り、分かり
易い授業を展開する。
②家庭学習につながる宿題の質と量、
及び提示の仕方を研究し、実践する。
③メディアコントロールを意識させ、調査
の機会を設定し、結果を生徒に返す。


